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Ａ．研究⽬的 
1．コロナ禍で明らかになった養育者のメンタ
ルヘルスの重要性  

⼦どもに安全な育ちに不可⽋な養育的ケア
（Nurturing Care）を提供する⼦育て世代のメ
ンタルヘルスの重要性が、COVID19 パンデミ
ックの逆境下で改めて認識された(1) (2)。養育
者の⼼⾝の健康状態は⼦どもの⼼⾝の健康と
育ちの過程に⼤きな影響を与える。⼩児科診療
のプライマリーケアの提供の場を⼦どもの⼼

⾝の健やかな育ちに向けた予防的介⼊の機会
とするためには家族全体をケアの対象とする
必要がある(3)。⼦どもの健康と育ちについて
助⾔を求めて受診している養育者⾃⾝の⼼⾝
の健康と家族のウェルビーイングにも⽬を向
ける必要がある。 
2．⼦育て世代のメンタルヘルスにおけるポピ
ュレーション・アプローチ 

発達途上の⼦どもと共に暮らしている養育
者のメンタルヘルスの問題は周産期の⺟親を

研究要旨 
背景と⽬的： 親⼦の⼼の診療において養育者のメンタルヘルスの問題のスクリーニングとア
セスメントはどのライフステージにおいても主要な課題の⼀つである。⼦どもに安全な育ちに
不可⽋な養育的ケア（Nurturing Care）を提供する⼦育て世代のメンタルヘルスの重要性が、
東⽇本⼤震災や COVID19 パンデミックの逆境の経験から再認識されている。⼩児科診療−健
診を⼦どもの⼼⾝の健やかな育ちに向けた予防的介⼊の機会とするためには家族全体をケアの
対象とする必要がある。本研究では養育者のメンタルケアのニーズへの気づきを多職種で共有
するスクリーニング法のあり⽅とその後のケアに関する教育素材の作成を⾏った。 
⽅法： ⽂献検索ソフトを⽤いて養育者のメンタルヘルスおよびスクリーニングを主な Key 
Word としてデータ収集を⾏い関連する概念や⽅法に関する検討を⾏った。その結果にもとづ
き⼩児科診療における親のメンタルヘルスの推奨されるスクリーニング法を呈⽰すると共にス
クリーニング後のケアの指針を含むマニュアルを作成する 
結果と考察： ①不安や抑うつの簡便な⾃⼰質問票によるスクリーニングを基本情報として診
療のルーチンに組み込むことは有⽤な⼿⽴ての⼀つと考えられる。②メンタルヘルスケアへの
導⼊に際しては不安や抑うつのリスク要因として養育者の対⼈関係のあり⽅や社会的サポート
の有無、ライフイベント、⼩児期逆境体験までを含めた家族の包括的なアセスメントが必要で
ある。③Well-Care visits における産後 1-2 カ⽉のユニバーサル・スクリーニングとして PHQ2
および GAD2 を標準化された不安・抑うつのスクリーニング法として推奨し、その後の対応の
指針を作成した。 
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